


研究婁旨:親は子どもの障害をいっぺんに受容できるものではない。親は、子どもの成長と

ともに、社会から就学・就労などといった要請を受け、そのたびに障害に直面し危機に陥

ることになるであろう。実際調査結果を見ると、ライフステージに合わせ数回ににわたる

危機が存在し、それを乗り越えるとともに障害を受容して行く家族の様子が明らかになっ

た。 


